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行い EF<50%及び心房細動を有する患者 (12人 )を除外した後に拡張障害を 4群に
分類した。次に CAVI、ABI、TBI を測定し、また腹部 CT から ACAI を算出し関連
を調べた。拡張障害と ABI、TBI、CAVI、ACAI の相関関係を主要アウトカムとし
た。 Tukey-Kramer の HSD 検定を行い危険率 5％未満を有意差ありとした。  
【結  果】  
全 89 例のうち男女比は 58 対 31、年齢は 64±11 歳、透析歴  138±94 か月、糖
尿病罹患率は 36%、心血管疾患合併率は 50.6%だった。拡張障害を 4 群に分類、
正常群  n=12、 gradeⅠ  n=49、 gradeⅡ  n=26、 gradeⅢ  n=2 であり、 86.5%に拡
張障害を認めた。年齢に関して正常群と gradeⅠ、 gradeⅡ +Ⅲについて有意差
を認めた (p<0.01)。心血管合併症有病率に関して正常群と gradeⅠ、 gradeⅡ +
Ⅲに対して有意差を認めた (p<0.01)。糖尿病有病率に関して正常群、gradeⅠと
gradⅡ +Ⅲに対して有意差を認めた (p<0.01, p<0.05)。EF に関して正常群、grade
Ⅰ、gradeⅡ +Ⅲの有意差を認めなかった。ABI では正常群、gradeⅠ、gradeⅡ、
Ⅲの有意差を認めなかった。TBI では正常群、gradeⅠと gradeⅡ +Ⅲに対して有
意差及び低くなる傾向を認めた (p<0.05、 p<0.1)。 CAVI では正常群と比較して
gradeⅠ、gradeⅡ +Ⅲにおいて有意差を認めた (p<0.01)。ACAI では正常群と grad
Ⅰ、 gradeⅡ +Ⅲにおいて有意差を認めた (p<0.05, p<0.01)。  




認められ、拡張障害が動脈硬化や血管石灰化等の non cardiac changesによる影
響を受けることが示唆された。特に CAVIは正常群と拡張障害を有する群の判別
で非常に鋭敏であり、今後の拡張障害の診断に大変有用であると考えられた。  
【結  論】  
透析患者において拡張機能障害を来たしている患者は多いと考えられる。拡
張障害と心血管石灰化及び動脈硬化に強い関連があると考えられた。  
